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（1）－『就労に関するインタビュー調査』の概要と基本データ－、日本特殊教育学会第43回大会、
2005.9.
・久保山茂樹・小林倫代・伊藤由美：障害児を抱えて就労している保護者へのインタビュー調査（2）
－仕事への意識－、日本特殊教育学会第43回大会、2005.9.
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研究の趣旨及び目的

１．何を明らかにしようとしたのか
　本研究では、障害乳幼児を抱えて就労している母親に視点をあて、
①母親の生活スタイル、
②障害乳幼児を育てていく上でのストレス、
③必要な教育的サポート　について明らかにする。
　そのため障害乳幼児を育てている母親に対してアンケート調査及び個別のインタビュー調査を実
施し、詳細な情報を収集する。さらに地域による実状の違いを調査し、これらの結果を比較・検討
することにより、障害乳幼児を抱える母親に対する支援として、地域等の特色を生かしながらどの
ような支援体制をとっていくことが必要であるかを提言することが目的である。

２．本研究の意義
　障害乳幼児を育てている保護者には、精神的・環境的・物理的な支援が必要である。障害児を育
てている保護者、特に母親のストレス研究や支援の研究はこれまでにも様々な研究が行われてきて
いる。また、共働きの家庭に対する育児支援という視点からも調査は行われている。しかし、就労
して障害乳幼児を育てている母親のデータを詳細に調べている調査研究は見当たらない。
　障害乳幼児を育てることと母親が就労を継続することの二つを継続して行うには、周囲の理解と
協力が不可欠であり、これらの支援のあり方は、家族や地域の特色によっても異なっている。就労
している保護者から、育児の協力や支援をどのように得ているのかの詳細な情報を得ることで、各
地域等の特色を生かした地域における支援体制の充実に向けた提言を行いたい。

研究全体の構造

　本研究は、下図のように「母親の生活スタイル」「障害乳幼児を育てていく上でのストレス」「必
要な教育的サポート」について、アンケート調査、インタビュー調査、文献研究を行い、地域の事
情や家族の状況を加味し、それらを比較・分析することで障害乳幼児を抱えて就労している保護者
への教育的支援のあり方を検討する。



研究の経緯




